
奈良県における「持続可能な交通安全施設の整備の在り方に関する検討会」 概要

検討会構成員（１２名）

第１回検討会とりまとめ

交通安全施設を取り巻く現状 交通安全施設の持続可能性を確保するための課題の整理

中長期的視野に立った交通安全施
設整備の在り方に関する基本的な
考え方

概 要

● 課題
１ 交通安全施設の整備について
・ 高齢者が活躍できる社会
→ 高齢者の移動の確保を含め、使いやすい施設の整備

・ 信号機に頼らない安全対策
→ 他の施策、技術の導入

２ 交通安全施設の維持管理について
・ 自動運転技術の実用化を見据える
→ 交通安全施設の適正な管理

・ 確実な点検と危険性の高い施設の優先的な更新
→ 必要な予算、人員の確保と中長期的な更新計画の策定

・ 信号機の撤去
→ 街づくりの一環

● 人口減少、少子高齢化の更なる
進展

● 運転免許保有者数、車両保有台
数は横ばい傾向

● 交通量（自動車総走行台キロ）
の減少

● 交通事故件数、死者数及び負傷
者数の減少

● 交通安全施設のストック数、更
新数の増加

● 老朽化に起因する交通安全施設
の倒壊等の危険性

我が国は急速な人口減少時代に突入。特に人口減少の著しい地方部では地域が維
持できなくなり、将来的には消滅する地方自治体が予想されるほか､様々な事象･分
野に影響が及び､道路交通環境もその例外ではない。
県警察が管理・整備する信号機を含む交通安全施設等についても、急激な人口減

少とその地域的な偏在、地方財政の動向等に合わせた変化を余儀なくされることが
想定されるが、現下でも厳しい財政状況を考慮すると、限られた財源の中で最大の
効果を上げるべく「選択と集中」を進める必要がある。
この進むべき方向性を見据え、効率的な歩みを進めるため、有識者を交えた検討

会を開催し、奈良県の「今後20年超の将来を見据えた交通安全施設の在り方」につ
いて検討している。
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第２回検討会

● 第１回検討会のふり返り
● 検討内容
１ 交通安全施設の整備の方向性
２ 交通安全施設の維持管理の方向性

(1) 点検
(2) 更新
(3) 合理化


